
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学校内で火災や地震等が起こった際に、安全かつ迅速に避 

難ができるよう、小・中合同の避難訓練を行いました。小学 

生と中学生が一緒に生活する本校は、普段よりお互いに避難 

方法を確認し、協力していくことが重要となっています。今 

回は放送終了から全員が前庭に避難するまで２分１５秒で終 

え、昨年よりも時間を短縮し、初めて参加した小学 1年生を 

はじめ全員が私語も無く、迅速な避難ができました。 

その後、小学校と中学校に分かれて防災教室を実施しまし 

た。小学生は滝川消防署江竜支署に協力していただき、消防 

車からの放水体験を行いました。また低学年は消防車や救急 

車の見学も行いました。中学生は「避難所運営ゲーム」をグ 

ループに分かれて実施し、災害時の避難所の様子や運営の大 

変さを疑似体験することができました。 

火災を含めたあらゆる災害から身を守り、危険を回避する 

方法を学ぶことは非常に重要で、「命を守る」意識がこの避 

難訓練・防災教室を通じて高まったと感じています。小・中 

学校では今後も防災を意識した取組を行っていきます。 

 

 

 

小中保体委員会合同企画のレクリエーションを昼休みに密を

避けるため、複数回に分けて実施しました。今回は、小学校高

学年と中学校１年生が参加しました。 

小中学生混合で３チームを編成し、リレー形式で勝敗を競いま

した。健康に関するクイズを解いてから、ボールをキャッチす

るという内容でした。クイズはけっこう難しく、「人の血液は

体重の何分の１でしょうか？（答えは最後に）」といったもの

で、聞いている周りの子どもたちも勉強になっていました。笑顔

がたくさんあふれ、児童・生徒は楽しいひと時を過ごすことがで

きましました。 

しかし、その後は新型コロナウイルスの感染者が町内で急激に

増加したため、２回目以降は大事を取って延期（または中止）と

なっています。はやく収束することを願うばかりです。 

雨竜町立雨竜小学校・雨竜中学校 小中連携だより 
 

～ 心身を鍛え、知を磨き、ふるさと雨竜に誇りを持つ児童生徒 ～ 
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